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1. はじめに 

 現代社会において地域コミュニティの衰退が進んで

いる。平成 17 年度国土交通白書によれば、住民から

強く認識されている地域コミュニティ衰退の要因とし

て、「昼間に地域にいないことによる関わりの希薄

化」、「コミュニティ活動のきっかけとなる子どもの減

少」に次いで「住民の頻繁な入れ替わりによる地域へ

の愛着・帰属意識の低下」が挙げられている。人口の

流入・流出が激しい地域では安定した人間関係を構築

しにくく、そのことがコミュニティの形成に影響して

いると考えられる。すなわち、地域コミュニティを維

持・発展させていくためには、地域に新しく転居して

きた新規住民が地域にいち早く溶け込み、地域コミュ

ニティに関わっていくことが重要と考えられる。本研

究では、新規住民が地域コミュニティに参加する際の

きっかけとなる要因を把握する。また、それらの要因

と新旧住民の交流、ソーシャル・キャピタルの関係を

明らかにする。 

2. 意識調査の概要 

本研究では、地域に以前から住んでいる旧住民を対

象として、平成 30 年 12 月に意識調査を行った。旧住

民の定義として、現在の居住地に 3 年以上住んでいる

人とした。調査では、旧住民が新規住民に抱いている関

心や交流意欲、交流の状況、新旧住民が知りあったきっ

かけ等について質問している。調査は秋田市内の 3 地

域（雄和地区、大平台地区、山王地区）に 300 世帯 300

票ずつ、合計 900 世帯 900 票を投函配布し、276 票を回

収した。雄和は農村部に位置し、昔からのコミュニティ

が固定されている地域、大平台は新興住宅地であり新

しくコミュニティが形成されている地域、山王は市内

の中心部に位置し、居住が流動的でコミュニティがあ

まり形成されていない地域を想定した。 

 

 

 

 

3. 新規住民のコミュニティへの参加要因 

(1)新規住民との交流と関心 

意識調査の結果から、地域に新規住民との関わりの

頻度について表 1 に示す。大平台と山王では、一緒に旅

行に行く等の親密な交流はあまり行われていないが、

会釈や挨拶などの基本的な交流は積極的に行われてい

る。雄和では会釈や挨拶の頻度はそれほど高くないも

のの、一緒に旅行に行く等の親密な交流が行われてい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

次に新規住民についてどのような事柄を知りたいと

思うかを尋ねた(表 2)。山王は「騒音などの問題を起こ

す人か」や「ゴミ出し等の地域のルールを守るか」とい

った、自身が迷惑を被るような事柄に強い関心を示し

ている。一方、雄和は「ゴミ出し等の地域のルールを守

るか」、「近所付合いに積極的か」、「地域活動に積極的か」

に関心がある。地域の規範や住民同士の関わりへの積

極性に関心があることから、コミュニティへの帰属意

識が高い地域と考えられる。また、「人となり」や「家

族構成」に関心があり、実際に交流する上で気にかかる

であろう情報を求めている。大平台は全体に新規住民

への関心が薄い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

キーワード：コミュニティ、ソーシャル・キャピタル、地域活動、意識調査分析 

連 絡 先：〒010-8502 秋田県秋田市手形学園町１番１号、TEL(018)889-2359、FAX(018)889-2975 

[文書の引用文や注目すべき箇所の要約

を入力してください。テキスト ボックス

は文書のどの位置にも配置できます。抜

粋用テキスト ボックスの書式を変更す

るには、[描画ツール] タブを使用しま

す。] 

表 2 新規住民への関心 

 

規住民との関わり 

表 1 新規住民との交流頻度 

新規住民への関心 雄和 大平台 山王

騒音などの問題を起こす人か知りたい 40.0% 39.4% 62.5%
ゴミ出し等の地域のルールを
守る人か知りたい

70.8% 48.9% 73.6%

性格や人となり等、どんな人か知りたい 59.6% 39.4% 49.3%
引っ越してきた家庭の家族構成を
知りたい

57.0% 32.6% 37.5%

近所付合いに積極的な人か知りたい 45.3% 16.8% 34.7%
地域活動に積極的な人か知りたい 49.0% 17.9% 28.8%

思う・少し思うと回答した人の割合

新規住民との交流頻度 雄和 大平台 山王

新規住民と会釈を交わす頻度 50.0% 77.8% 71.1%
挨拶をする頻度 52.5% 66.7% 66.7%

世間話をする頻度 17.5% 15.9% 17.9%

悩みや困り事について
相談する頻度

0.0% 4.8% 2.6%

食べ物などの
おすそ分けをする頻度

10.0% 7.9% 7.7%

一緒に買い物に行く頻度 2.5% 1.6% 0.0%

一緒に旅行に行く頻度 25.6% 6.3% 5.3%

よくある・時々あると回答した人の割合
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次に、新規住民との交流意欲について尋ねた（表 3）。 

どの地域でも会釈や挨拶のような基本的な交流を行い

たい被験者が多くを占めた。一方で、世間話をする仲に

なりたい、相談をしあう仲になりたいと回答した割合

は、それぞれ 23.0％、25.3％であり、雄和が最も高い。

同様に、一緒に買い物に行く仲になりたい、一緒に旅行

に行く仲になりたいと回答した割合は、それぞれ 9.1％、

4.2％で雄和が最も高い。雄和は買い物や旅行など、よ

り親密な交流においても高い交流意欲を示している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)新規住民と知り合うきっかけと交流 

新規住民への関心や交流意欲について因子分析を行

った。目的は各地域のコミュニティの特徴を明らかに

することである。抽出された因子について、項目の平均

値を地区ごとに示したものが表 4 である。その際アン

ケートにおける 5 択の回答を、最も肯定的なものを 5、

最も否定的なものを 1 として平均値を算出した。ただ

し「新規住民との交流頻度」「近隣住民との関わりや意

識」「地域の行動力への期待」「地域の課題認識」「地域

課題解決への協力」については固有値 1 以上の因子が 1

つしか抽出されなかった。そのため、これらの項目は全

ての設問の平均値を算出した。｢新規住民への関心｣の

第一因子には「近所付合いに積極的な人か知りたい」

「地域活動に積極的な人か知りたい」等が含まれる。こ

の因子を「コミュニティとしての関心」とする。第二因

子には「騒音などの問題を起こす人か知りたい」「地域

のルールを守る人か知りたい」が含まれる。この因子を

「迷惑行為への関心」とする。「新規住民との交流意欲」 

の第一因子には「一緒に買い物に行く仲になりたい」

「一緒に旅行に行く仲になりたい」等が含まれる。この

因子を「強い関わり」とする。第二因子には「世間話を

する仲になりたい」「挨拶をする仲になりたい」等が含

まれる。この因子を「弱い関わり」とする。 

雄和は全ての項目で高い水準となったが、新規住民

との交流頻度に関して地域差はあまり見られない。ま

た大平台、山王は新規住民との交流意欲について、「強

い関わり」がそれぞれ平均値 1.86、1.89 であった。一方

で「弱い関わり」は共通して平均値 3.84 であった。大

平台、山王では会釈や挨拶などの基本的なコミュニケ

ーションを継続的に行うことが、コミュニティの維持

にとって重要と思われる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 に知り合うきっかけの有無と、新規住民と普段

の挨拶をする被験者の割合(よくある、時々ある)の関係

を示す。地域の共同清掃活動で知り合ったとする被験

者では 80.0%が普段の挨拶を行っている。一方、その経

験がない被験者では 59.0%となっている。これらには統

計的に有意な差がみられる。同様に、「引越しの挨拶が

あった」「自分から挨拶をした」「向こうから挨拶をされ

た」についても、普段の挨拶に差がみられる。 

 

 

 

 

 

 

 

4. おわりに 

 意識調査では、新規住民を交えた交流や関心、交流

意欲に地域差が見られた。雄和は新規住民との交流に

ついて、親密な交流に対しても意欲を持つ人が多いこ

とが分かった。山王、大平台は会釈や挨拶など基本的

な交流を求める傾向にある。また、新旧住民が知り合

うきっかけの有無によって、その後の交流の頻度に違

いが生まれることが分かった。挨拶などの基本的なコ

ミュニケーションであっても、それが積極的に行われ

ることで住民同士の交流に繋がることが期待される。 

図 1 知り合うきっかけの有無と普段の挨拶をする人の割合 

表 3 地区別の新規住民との交流意欲  

 

規住民との関わり 

新規住民との交流意欲 雄和 大平台 山王

会ったら会釈をする仲になりたい 92.1% 92.2% 89.6%

会ったら挨拶をする仲になりたい 92.0% 82.6% 83.8%

世間話をするくらいの仲になりたい 52.5% 30.8% 35.8%
悩みや困り事を相談しあう
仲になりたい

23.0% 14.1% 6.1%

食べ物などのおすそ分けをしあう
仲になりたい

25.3% 17.4% 9.1%

一緒に買い物に行く仲になりたい 9.1% 1.1% 0.0%

一緒に旅行に行く仲になりたい 4.2% 2.2% 1.5%

思う・少し思うと回答した人の割合

新規住民への関心・交流意欲と因子 雄和 大平台 山王

新規住民への関心（コミュニティ） 3.39 2.61 2.97
新規住民への関心（迷惑行為） 3.41 3.02 3.58
新規住民との交流意欲（強い関わり） 2.50 1.86 1.89
新規住民との交流意欲（弱い関わり） 4.20 3.84 3.84
新規住民との交流頻度 2.24 2.22 2.20

近隣住民との関わりや意識 2.75 2.17 2.11
地域の行動力への期待 3.68 3.24 3.30
地域の課題認識 3.66 2.94 3.43
地域課題解決への協力 3.50 3.22 3.35

Max:5.0 Min:1.0

表 4 新規住民への関心・交流意欲と因子  

 

規住民との関わり 
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